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発
刊
の
こ
と
ば

横
芝
町
は
、
姥
山
・
牛
熊
・
鴻
/
巣
な
ど
貝
塚
遺
跡
の
多
い
こ
と
で
、
九
十
九
里
地
方
屈
指
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
殿
塚

・

姫

塚
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
群
な
ど
、
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

こ
れ
ら
の
埋
蔵
文
化
財
は
、
昭
和
一
二一
年
以
降
、

慶
応
義
塾
大
学

・

早
稲
田
大
学
の
研
究
室
の
方
々
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
学
術
的
成
果
を
あ
げ
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
四
五
年
以
降
、
横
芝
町
の
北
部
台
地
で
は
土
砂
採
取

・

宅
地
造
成
な
ど
が
急
速
に
す
す
み
、
存
在
が
脅
か
さ
れ
つ
つ

あ
る
遺
跡
も
少
な
く
な
く
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
地
域
開
発
と
の
計
画
的
な
調

和
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
行
政
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す

。

今
回
、
昭
和
五
五
年
度
の
地
域
農
政
整
備
事
業
を
実
施
す
る
に
際
し
て
、
長
倉
地
先
の
荒
久
台
遺
跡
の
現
状
変
更
が
危
倶
さ
れ
て

お
り
ま
し
た

。

本
遺
跡
は
、
栗
山
川

に
合
流
す
る
浸
蝕
谷
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
標
高
約
三
三
メ

ー

ト
ル
の
樹
校
状
台

地
の
基
部
に

位
置
し
、
台
地
全
体
に
遺
物
が
認
め
ら
れ
る
古
墳
時
代
の
土
師
器
散
布
地
で
あ
り
ま
す

。

台
地
上
の
平
坦
部
は
、
す
で
に
開
墾
き
れ

て
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
地
下
に
は
大
規
模
な
住
居
祉
群

(村
落
社
)
が
埋
没
し
て
い
る
も
の
と
考
、
え
ら
れ
、

多
く
の

研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
り
ま
す

。

横
芝
町
教
育
委
員
会
で
は

、

こ
の
遺
跡
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
県
文
化
課
・

地
元
関
係
者
と
協
議
し
た
結
果
、
現
状
保
存
を
原
則

に
種
々
の
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
県
文
化
課
の
指
導
に
よ
っ
て
遺
跡
保
全
の
た
め
の
対
策
協
議
会

を
組
織
、
町
文
化
財
審
議
会
の
伊
藤
一
男
委
員
に
調
査
主
任
を
依
頼
し
て
、
①
昭
和
五
六
年一
月
一
O
日

1

二
O
日

の

一
一
日
の
予

定
で
遺
構
確
認
の
た
め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
②二
月

二
O
日

1

三
月

三
O
日
ま
で
の
工
事
期
間
中
、
関
係
者
へ
の
現
場
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
以
後
、
鋭
意
整
理

・

執
筆
・

編
集
に
努
め
、
こ
こ
に
発
掘
調
査
の
報
告
を
公
刊
す
る
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た

。

さ
や
か
な

冊
子
が
、
学
術
研
究
の
資
料
と
し
て
広
く

一
般
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん

。

3 

」
の
き
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報
告
書
を
公
刊
す
る
に
際
し
て
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
千
葉
県
教
育
委
貝
会
・
横
芝
町
文
化
財
審
議
会

・

長
倉
土
地

改
良
事
業
共
同
施
行

・

横
芝
町
役
場
産
業
課
等
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
〈
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

。

ま
た
、
遺
物
整
理

・

方
法
論

等
、
終
始
御
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
西山
太
郎
氏
、
立
正
大
学
O
B

の
小
高
春
雄
氏
、
そ
の
ほ
か
、
諸

学
の
方
々
に
深
〈
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
霜
枯
れ
の
凍
野
で

、

発
掘
調
査
に
専
念
さ
れ
た
伊
藤
主
任
・

海
保
調
査
員
の
御
努

心
か
ら
謝
意
を
表
す
と
共
に
、
今
後
一
一層
の
御
精
進
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

終
り
に

力
に
対
し
、

一
九
八
一
年
三
月

長
倉
遺
跡
保
全
対
策
協
蟻
会井

上

武

横
芝
町
教
育
長

4 
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伊l

言

一
、
本
舎
は
、
横
芝
町
荒
久
台
遺
跡
的
発
掘
調
査
の
概
要
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
荒
久
台
遺
跡
は
、
千
葉
県
横
芝
町
長
倉
字
荒
久
台

一
O

一
O
番
地
外
に
位
置
す
る
。

一
、
本
遺
跡
は
、
従
来
は

長
倉
A

遺
跡
と
称
さ
れ
た
が
、
所
在
地
内
字
名
を
冠
し
て
荒
久
台
遺
跡
的
名
称
を
用
い
た
.

一
、
本
調
査
は
、
昭
和
五
六
年

一
月

一
O
日
か
ら
同
月

二
O
固
ま
で
実
施
さ
れ
た

。

一
、
本
調
査
は
、
横
芝
町
教
育
委
員
会
的
王
催
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
‘
発
掘
作
業
は
伊
藤

・

海
保
が
担
当
し
た
。

5 

一
.
本
舎
の
作
成
は
、
図
版
繋
理・
写
真
織
影
・

原
稿
執
筆
な
ど
、
す
べ
て
伊
藤
が
担
当
し
た
.

一
、

巻
末
に
、
文
化
財
研
究
紀
要
と
し
て
、
栗
山
川
流
域
同
低
地
遺
跡
に
関
す
る
報
告
文
を
収
載
し
た

。

一
、
本
舎
の
収
載
図
版
の
作
製
に
あ
た
っ
て
、
成
東
町
史
編

纂
室
・

横
芝
町
文
化
財
審
議
会
よ
り
、
機
材
の
提
供
お
よ
び
技
術
指
導
を
賜
わ

っ
た
a

一
、
本
舎
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
西
山
太
郎
・
小
高
春
雄
氏
か
ら
御
協
力
を
賜
わ
っ
た

。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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調
査
経
過

一、

調
査
に
至
る
経
緯

昭
和
五
五
年
度
的
地
域
農
政
整
備
事
業
向
実
地
に
あ
た
っ
て
、
土
師
器
の
散

布
地
た
る
荒
久
台
遺
跡

(長
倉
A

遺
跡
)
的
現
状
変
更
が
危
制
附
さ
れて
い
た
が

、

横
芝
町
教
育
委
貝
会
で
は
地
元
関
係
者

・

行
政
当
局
と
協
議
の
結
果
、
下
記
町

保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

1

整
備
事
象
の
概
要

ω
事
業
名
称
お
よ
び
主
体
者

①
農
道
前
軍
備
事
業l
横
芝
町

(町
長
佐
瀬
皆
司

)

②
畑
地
積
概
施
設
箆
備
事
業1
長
倉
土
地
改
良
事
業
共
同
略
行

(代
表

・

長
峰
新
)

ω
事
業
向
目
的
と
内
容

本
地
区
は
、
山
武
郡
横
芝
町
長
倉
地
先
的
下
総
台
地
と
九
十
九
里
海

岸
平
野
と
の

境
界
を
な
す
地
域
で
、
関
東
ロ

l

ム
層
に
覆
わ
れ
た
台
地

の
た
め
、
農
道
お
よ
び

農
地
の
流
出
や
損
壊
が
著
し
い
。

一
方
、
農
業

用
水
は
自
然
降
雨

に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
夏
季
に
早
害
を
受
け
や
す

〈
、
農
作
物
の
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
向
目
的
は
、

既
存
道
路
を
拡
幅
・
舗
装
工
事
を
実
施
し
て
、
道
路
町
流
出

・
損
壊
を

防
止
、
加
え
て
畑
地
溝
概
地
設
の
設
置
に
よ
っ
て
‘
安
定
し
た
農
業
経

営
の
確
立
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

整
備
事
業
向
計
画
は
‘
既
存
農
道

(幅
員

一
・
八
1

二
・
0
メ
ー
ト

ル
)
を
拡
幅
舗
装
(
幅
員
二

・
九
メ
ー
ト
ル
)
し
て
、
併
せ
て
畑
地
全

体
(
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

)
に
給
水
す
る
潜
概
地

設
を
設
置
す
る
も
の
で

寺
南
，
。
。

ω
当
該
土
木
工
事
的
実
地
場
所

横
芝
町
長
倉
字
荒
久
台

一
O

一
O
番
地
外

ω
当
該
土
木
工
事
的
期
間

開
始
・

昭
和
五
六
年

二
月

二
O
日

終
了
・

昭
和
五
六
年
=
一
月三
O
日

8 

2 

関
係
遺
跡
の
砲
飽
と
対
策

昭
和
五
五
年
四
月
上
旬
、
事
業
主

体
者
で
あ
る
長
倉
土
地
改
良
事
業
共

同
地
行
(代
表
・
長
峰
新
)
よ
り
町
教
育
委
只
会
に
対
し
て
、
埋
蔵
文
化

財
の
有
無
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
町
で
、
県
文
化
課
に
照
会

し
て
調
査
し
た
結
果
、
古
墳
時
代
町
土
師
器
散
布
地
内
所
在
が
確
認
き
れ

た
。

そ
の
後
、
遺
跡
的
取
扱
い
に
つ
い
て
県
・

町
・
地
元
町
関
係
者
に
よ

る
事
前
協
議
が
再
三
催
さ
れ
、
県
文
化
諜
で
は
現
状
保
存

町
立
場
で
行
政

指
導
を
実
施
さ
れ
た
が
‘
地
元
関
係
者
向
要
望
も
強
〈

.
事
業
計
画
的
一

部
を
変
更
向
上
、
遺
跡
保
全
町
た
め
の
管
理
者
を
置
い
て
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た

。



保
全
対
績
の
方
針
と
組
織

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
文
化
財
審
議
会
の
伊
藤一
男
委
員
に
管
理
者

を
依
頼
、
伊
藤
委
貝
は
関
係
の
諸
機
関
と
協
議
し
て
、
下
記
の
保
全
対
策

を
実
施
し
た
。

ω
保
全
対
策
の
方
針

①
遺
跡
保
全
の
た
め
に
、
関
係
者
に
よ
る
対
策
協
議
会
を
組
織
し
て

、

各
種
的
調
査
お
よ
び
現
場
指
導
を
実
施
す
る

。

②
事
業
の
実
施
以
前
に
、
工
事
対
象
区
域
を
含
む
遺
跡
全
体
的
現
状
調

査
を
実
施
、
表
面
採
取
等
町
方
法
に
よ

っ

て
、
関
係
遺
物
の
検
出
に
努

め
る

(予
備
調
査
)

。

③
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
跡
破
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
、
現

場
関
係
者
へ
の
指
導
的
徹
底
を
図
る

(現
場
指
導
的
実
施

)
。

④
工
事
的
際

.

③
道
路
拡
幅
に
よ
る
遺
物
包
蔵
地
の
削
平
.
⑮
機
場
設

置
・

配
管
工
事
等
に
よ
る
開
講
や
部
分
的
破
壊
、
。
大
型
機
械
の
搬
入

・

移
動
に
よ
る
表
土
層
的
撹
乱
な
ど
予
想
さ
れ
る
が
、
ニ
町
場
合
は
協

議
会
的
責
任
に
お
い
て
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
、
遺
構

・

遺
物
の
有
無

を
確
認
す
る
(
確
認
調
査
)
。

⑤
工
事
的
進
行
上
、
大
幅
な
現
状
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
は
、

工
事
的
中
止
を
指
導
し
、
関
係
者
間
で
保
全
対
策
を
協
議
、
本
格
的
調

査
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

(調
査
固
め
編
成
)
。

⑥
工
事
終
了
後
、
各
種
調
査
お
よ
び
保
全
対
策
的
経
過・
内
容
を
関
係

者
に
報
告
し
、
そ
の
成
果
を
公
刊
す
る

(報
告
書
的
作
成
)
。

ω
対
策
協
議
会
内
組
織

遺
跡
保
全
の
た
め
の
対
策
協
議
会
は
、
下
記
何
人
々
を
も
っ

て
構
成

す
る
も
の
と
す
る

。
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調
査
会
長
・

井
上
武

(横
芝
町
教
育
長
)

調
査
委
貝
・
土
屋
源
吾

(横
芝
町
文
化
財
審
議
会
長
)

同

・

長
峰
新

(長
吉
土
地
改
良
事
業
共
同
母
行
)

同

・

田
中
静

(横
芝
町
役
場
産
業
課
長
)

調
査
主
任
・

伊
藤

一
男

(武
射
史
学
会
事
務
局
長
)

調
査
貝
・
海
保
孝

(武
射
史
学
会

)

事
務
担
当
・

萩
原
次
朗

(横
芝
町
役
場
産
業
課
)

同
・
斉
藤
博

(横
芝
町
教
育
委
員
会
)

ω
実
施
内
容

①
遺
構
確
認
調
査
二
月

一
O
日

i

二
O
日

)

②
現
場
指
導
(
二月
二
O
日

i

三
月

三
O
日

)

米①
向
調
査
は
、
機
場
設
置
に
よ
る
遺
構
確
認
町
発
掘
調
査
で
あ
り
、

調
査
は
伊
藤
が
担
当
し
、
海
保
が
補
助
員
と
し
て
参
加
し
た

.

ま

た
②
は
、
伊
藤
が
中
心
と
な
り
現
場
指
導
に
あ
た
り
‘
萩
原
・
斉

藤
が
渉
外
と
し
て
参
加
し
た。
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一
一、

調
査
日
誌
抄

一
月
一
O
目

(晴
)

の
測
量
開
始

.

一
月
一
一
日

(晴
)

一
月
一
二
日

(雲
)

搬
入

。

一
月
一
三
日

(
晴)

午
前
中
、
対
象
地
整
備
グ
リ
ッ
ド
設
定

。

午
後
、

一G
的
表
土
剥
ぎ
作
業
を
開
始

。

午
前
中
、
遺
跡
全
体
的
踏
査
。
午
後
、
調
査
対
象
地

終
日
、
測
量
作
業
継
続

。

午
前
中
、
測
量
終
了

。

午
後
、
テ
ン
ト
設
営
と
器
材



• 

一
月
占
四
日

(晴
)

採
取
。

一
月
一
五
日

(晴
)

午
前
九
時
1

一
O
時
.
現
地
説
明
会

(長
倉
青
年
館

)。

午
後
、
三
G

凹
G

的
表
土
剥
ぎ
作
業
.

包
含
遺
物
採
取

。

一
月
一
六
日

(雪
後
暗
)

午
前
中
、
作
業
中
止

・
遺
物
洗
浄
(中
央
公
民

館
)。
午
後
、
県
教
育
庁
文
化
課
の
現
場
指
導
。

一
一G
北
隅
お
よ
び

三
G

東

隅
で
ロ
l

ム
地
山
を
確
認
。

一
月
一
七
日

(晴
)

午
前
中
、
セ
ク
シ
ョ
ン

・

ベ
ル
ト
排
土
。

調
査
区
整

一
G

・

二
G

・

三
G

的
表
土
剥
草
作
業

.

包
含
土
器

II 

遺
跡
の
位
置
と
環
境

一、

遺
跡
地
の
景
観

荒
久
台
遺
跡

(
旧
称
・

長
倉
A

遺
跡
)
は
.
国
鉄
総
武
本
線
検
芝
駅
よ
り
西

北
約
二

五
キ
ロ
的
地
点
に
あ
っ
て
、
千
葉
県

山
武
郡
横
芝
町

長
倉
字
荒
久
台

一
O

一
O
番
地
外
に
所
在
す
る
.

本
遺
跡
は
‘
い
わ
申
る
古
墳
時
代
後
期
の
土

師
器
散
布
地
で
、
栗
山
川
と

小
河
川

に
よ
っ
て
浸
蝕
さ
れ
た
樹
枝
状
台
地
町
一

角
に
あ
り
、
束
側
に
湿
泥
な
坂
田
溜
池
を
望
む
台
地
上
向
平
坦
部
に
位
置
す
る

。

遺
跡
台
地
的
最
高
部
は
標
高
三
四
・

二
五
0

メ
ー
ト
ル
で
、
平
地
と
町
北
高

差
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
.

台
地
上
町
平
坦
部
は
、
東
西
約
五
0
0
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約

二
五
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
ほ
ほ

三
0
メ
ー
ト
ル
町
等
高
線

に
よ

っ

て
囲
ま
れ
、
そ
の
八

O
%
以
上
が
開
拓
さ
れ
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て

備
.

午
後
、

一
号
住
居
ヵ

7
ド
祉
を
確
認

(
一G
)。

一
月
一
八
日

(晴
)
・

午
前
中
‘
西
山
太
郎
氏

(県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
)

現
場
指
導
。
午
後
、
住
居
祉
プ
ラ
ン
等
を
確
認
(推
定
四
軒
)
。

一
月
一
九
日

(晴
)

遺
精
平
商
実
測
。

写
真
搬
影
周
辺
整
理

。

一
月
ニ
O
日

(附
)

確
認
調
査
終
了

。

遺
構
保
護
の
た
め
グ
ラ
ン
ド

ン

l

ト
敷
設
。

一
月
三
一
日

(晴
)

決
定

。

-
一
月
一
日
(晴
)

グ〉

県
教
育
庁
文
化
諜
、
現
場
指
導

。

現
状
保
存
の
方
針

調
査
区
町
埋
戻
作
業
実
施

。
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遺
跡
台
地
に
は
、
平
坦
部
の
全
体
に
土
師
器
内
極
細
片
が
散
布
し
て
お

特
に
西
側

一
帯
が
捜
密
で
埋
没
住
居
鮮

(村
落
祉
)
内
存
在
が
想
定
さ
れ

る
a

ま
た
台
地
東
南
端
に
は
、
長
径
約
八
メ
ー
ト
ル
町
円
墳

(
長倉
一
号
噴
)

が
あ
っ
て
、
本
遺
跡
と
の
関
連
性
が
推
測
さ
れ
る

。

一
方
、
山
麓
に
述
な
る
台
地

の
傾
斜
面
は
、
ス
ギ

・

マ
ツ

ン
ィ

・

7
1

カ
ン
・

7

1

ギ
・

7

リ
な
ど
が
寄
生
し

て
お
り
、
照
葉
樹
を

主
体
と
す
る
広
葉

樹
・

針
葉
樹
的
混
交
林
で
あ
る

。

そ
の
南
斜
面
に
は
縄
文
土
器
・
土
師
器
円
散

布
が
認
め
ら
れ
‘
台
地
町
北
側
と
酋
側
は
中
台
・
遠
山
方
面
に

至
る
奥
深
い
浸

蝕
谷
が
速
な
り
、
東
側
と
南
側
向
山
麓
か
ら
は
肥
沃
な
水
団
地
帯
が
展
開
し
て

い
唱
。
。

い
る
。

、

)
 

Y
 

一
一
、遺
跡
周
辺
の
地
学
的
環
境



荒
久
台
遺
跡
の
あ
る
横
芝
町
北
部
は
、

台
地
を
刻
む
谷
は
南
側
聞
の
太
平
洋
側
か
ら
で
な
く
、

点
で
、

九
十
九
里
平
野
と
下
総
台
地
と
の
接

栗
山
川

に
合
流
す

る
大
き
な
谷
が
北
東
方
向
か
ら
樹
枝
状
に
入
り
こ
ん
で
い
る
。莱
山
川
は
香
取

地
方
向
山
間
部
に
発
し
、

借
当
川

多
古
橋
川
・

高
谷
川
等
の
支
流
を
あ
つ
め

九
十
九
里
浜
に
注
い
で
い
る
。

両
総
園
境
を
貫
流
し
て
、

キ
ロ
で
、

そ
の
流
路
は
約
三
二

上
中
流
域
で
は
小
支
流
が
下
総
台
地
を
樹
枝
状
に
開
析
し
、

蝕
谷
群
は
広
範
囲
な
渓
谷
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。

そ
の
浸

11 



荒
久
台
周
辺
町
台
地
は
、
標
高
三
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
四

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

そ
の
台
地
面
は
平
坦
で
畑
地
や
森
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

。
地
学
的
に
は
、

地
形
分
類
m

ん
に
属
す
る
関
東
ロ
ー
ム
層
的
下
総
台
地

(東
部
下
位
ロ
l

ム
台

地
)
で
、
起
状
量
五
0
メ
ー
ト
ル
以
下
町
半
島
状
丘
陵
町

一
種
で
あ
り
、
段
丘

面
は
ゆ
る
く
北
西
に
傾
斜
し
て
い
る
。

地
質
構
造
は
、
主
に
洪
積
世
の
成
田
層

群
下
部
と
、
第

三
紀
鮮
新
世
の
凝
灰
質
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層

(東
金
層
)
肉
交

差
す
る
地
域
で
あ
る

。

一、

遺
跡
周
辺
の
史
学
的
環
境

遺
跡
周
辺
町
台

地
上
に
は
、
多
数
の
古
代
遺
跡
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
縄
文
・

古
墳
時
代
を
中
心
と
し
て
、
中
世
遺
跡
も
加
え
る
と
約
五
O
件
に
も

I
 

T--A I
 
遺
跡
の
調
査
と
保
全
対
策

一、

遺
構
確
寵
の
発
掘
調
査

荒
久
台
遺
跡
は
、
東
側
に
坂
田
溜
池
を
望
む
長
倉
地
先
円
台
地
上
に
あ
り
、

複
雑
に
開
析
さ
れ
た
舌
状
台
地
内
基
部
に
あ
た
る
。
今
回
内
調
査
対
象
地
は

、

畑
地
擢
統
的
揚
水
機
場
が
設
置
さ
れ
る
約
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
工
事
的
実

施
に
あ
た
り
発
鏑
調
査
を
実
施
し
て
、
埋
蔵
遺
構
の
確
認
と
表
土
中
町
遺
物
を

検
出
す
る
こ
と
と
し

た
。

及
ん
で
い
る
。
特
に
縄
玄
時
代
的
遺
跡
は
発
掘
例
が
多
く
、
昭
和

二
九
年
以
降
、

慶
応
義
塾
大
学
考
古
学
研
究
室
町
清
水
潤

三
教
授
を
中
心
に
、
牛
熊
員
塚
・
木

戸
台
貝
塚
・
姥
山
貝
塚
・
高
谷

川

遺
跡
な
ど
の
調
査
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
。

中
で
も
姥
山
貝
塚
は
、
「

姥
山
式
土
器
」

円
標
式
遺
跡
と
し
て
有
名
で
、
昭
和

=
二
年
三
月
以
来
、
発
掘
調
査
は
五
次
を
数
え
、
姥
山
式
な
ど
晩
期
縄
文
式
土

器
の
研
究
な
ど
多

〈
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る

。

ま
た
‘
木
戸
台
・
町
原

・

中
台
・
寺
方

・

取
立
な
ど
、
武
射
国
造
期
的
古
噴

群
も
著
名
で
あ
る
。
特
に
中
台
古
墳
群
は
、
殿
塚

・

姫
塚
を
中
心
に
前
方
後
円

墳
二
基
、
円
墳

一
八
基
を
数
え
、
昭

和
=
二
年
春
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
研
究

室
内
滝
口
宏
教
授
を
中
心
に
発
鋸

調
査
が
実
施
さ
れ
、
後
に
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る

。
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割
削
査
の
方
法
は
、
調
査
対
象地
を

一
辺
四
メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ソ
ド
に
よ
っ
て
、

一
G
I

四
G

に
区
画
‘
約
四
0

セ
ン
チ
幅
同
士
層
観
察
ベ
ル
ト
を
残
し
て
深
度

五
O
i

七
0
セ
ン
チ
ま
で
発
掘
し
、
埋
蔵
す
る
遺
構
面
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

表
土
層
に
包
含
さ
れ
る
遺
物
的
採
取
を
実
施
し
た
。

調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ

た
遺
構
は
、
古
墳
時
代
後
期
的
住
居
祉
四
軒

(推
定
)

カ
マ
ド
祉
」
基
(

一

号
住
)
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
保
存
状
況
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
‘
検
出
遺
物
に

よ
っ
て
鬼
高
期
を
中
心
と
す
る
住
居
祉
で
あ
る
こ
と
が
確
認
き
れ
た
。

遺
物
の

出
土
状
況
は
、
地
表
下
二
五
i

四
0

セ
ン
チ
範
囲
が
濃
厚
で
、
深
度
五O
セ
ン
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開査区域周辺地形測量図

チ
あ
た
り
に
大
型
破

片
が
埋
没
し
て
い
る

。

ま
た
‘
住
居
祉
凹
軒

町
遺
構
面
は
複
雑
に

重
層
し
て
お
り
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
生

活
が
営
ま
れ
た
こ
と

が
窺
知
さ
れ
、
台
地

全
体
に
お
よ
ぶ
村
落

祉
の
存
在
が
想
定
き

れ
る
。

今
図
的
調
査
は
、

あ
く
ま
で
も
遺

構
確

認
の
た
め
の
発
掘
調

査
で
あ
り
、
遺
構
面

(住
居
社
覆
土

)
を

確
認
し
た
時
占
、
で
作

業
を
中
止
、
ロ
ー
ム

層
的
地
山
部
分
に
井

戸
用
ポ
ー
リ
ン
グ
占

を
指
示
し
た
後
、
現

状
保
存
の
た
め
遺
構

全
体
を
川

砂
(
約

一

0
セ
ン
チ
可
で
覆
土

し
て
か
ら
埋
め
戻
し

を
行
な
っ

た
。
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お
g
a
z

-
a
z
-
B

事
(
機
場
設
置

・

配
水
管
理
設
)
と
も
に
、
昭
和
五
六
年

二
月

一
一O
日

1

三
月

月
三
O

日
を
工
事
期
間
ど
し
て
実
施
さ
れ
た

。

こ
の
間
‘
町
教
育
委
員
会
を
主

体
と
す
る
対
策
協
議
会
で
は
、
荒
久
台
遺
跡
的
保
全
対
策
を
す
す
め
、
保
全
管
理

者
を
依
頼
さ
れ
た
町
文
化
財
審
議
会
同
伊
藤
委
貝
は
、
事
務
担
当
の
萩
原・

斉

藤
両
氏
同
協
力
を
得
て
工
事
関
係
者
へ
の
現
場
指
導
を
実
施
し
た

。

ま
ず
①
農
道
的
拡
幅
・

舗
装
工
事
に
つ
い
て

は
、
再
三
協
議
町
結
果
、
盤
備
事
業
の

一
部
を

設
計
変
更
し

‘
土
盛
工
法
的
採
用
等
に
よ
っ
て

拡
幅
部
分
的
遺
跡
破
壊
を
防
止
す
る
に
至
っ

た
。

ま
た
、
②
畑
地
潜
概
地
設
工
事
につ
い
て
は
、

前
記
の
遺
構
雄
認
の
た
め
内
発
掘
調
査
を
実
施

回
し
、
遺
構
内
保
存
処
理
後
、
機
場
設
置
の
工
事

施

を
実
地
し
た

。

嘆

一
方
、
延
長
二
0
0
0

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
配

船
水
管
内
埋
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
台
地
の

全
全
体
に

一
辺
五
O
メ
ト
ル
の
方
限
状
区
画
を

附

設
定
し

、
各
区
画
ご
と
に
開
講
作
業
の
進
行
に

遺
あ
わ
せ
て
、
遺
跡
保
全
の
た
め
の
現
場
指
導
と

l

出
土
遺
物
的
保
取
を
実
施
し
た

。

検
出
さ
れ
た

川
遺
物
円
多
く
は
‘
土

師
器
内
極
細
片
で
あ
リ
、

宙
開
器
形
不
明
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
文
様
町
確
認

も
不
可
能
で
あ
っ

た
。

参
考
ま
で
に
、
そ

の
一

部
を
図
版
と
し
て
収
載
し
た

。

ー

一、

遺
跡
保
全
一の
現
場
指
導

6 

A 
横
芝
町
・
長
倉
土
地
改
良

事
業
共
同
施
行
を
主
体
者
と
す
る
昭
和
五
五
年
度

地
域
農
政
整
備
事
業
は

、

①
農
道
町
拡
幅
・
舗
装
工
事

、

②
畑
地
濯
概
施
設
工

4 3 2 

自

c 
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片

(同
の
g
H
)
、
同
器
台
形
土
器
片

(M
O
g
N
)
が
検
出
さ
れ
た

。

第
四
号
住
居
祉

第
四
号
住
居
祉
の
覆
土
は
三
G

南
側
よ
り
四
G

全
体
に
お

よ
び
、
そ
の
範
聞
は
六

一
0
セ
ン
チ
×
凹

0
0

セ
ン
チ
で
‘
北
京
隅
よ
り
土
師

資
須
悲
器
杯
形
片

(ω
の
8
-
)
、
土
師
器
禁
形
鋼
部

(ω
の
c
o
m
-
ω
の
o
g
ω

。
8
3

、
同
底
部

(M
O
D
E
U)
が
一
括
出
土
器
L

、
付
近
に
カ

7
ド
祉
の
存

在
が
想
定
さ
れ
る

。

ま
た
、
覆
土
中

か
ら
は
土
師
器
襲
形
口
縁
部

z
o
o
s


丈
u
g
u
)
が
検
出
さ
れ
た

。

一
一、

出
土
遺
物

土
師
・
舞
台
形
土
器

(第
6

関
①
)

第
三
号
住
居
祉
北
隅
か
ら

検
出
さ
れ

た
五
領
式
土
器
的
破
片
で
‘
そ
の
泣
存
度
は
約
す
個
体
で
あ
り
、
上
部
を
欠

い

て
お
り
底
径
は
五
五
セ
ン
チ
を
測
る

。

整
形
目

焼
成
と
も
に
良
好
で
、
内
而

は
ヨ
コ
ナ
デ
、

外
南
に
は
ク
ン

自

が
地
さ
れ
、
胎
土
に
は
少
量
の
砂
粒
を
含
ん

で
お
り
、
色
淵
は
赤
褐
色
を
呈
す
る

。

土
師
・
杯
形
土
器

(第
6

関
②
)

第

一
号
住
居
祉
の
カ
7
ド
直
上
よ
り
出

土
し
た
鬼
寓
式
土
器
で
、
そ
の
遺
存
度
は
約
寺
個
体
で
あ
り
、
口
径一
三

八

セ
ン
チ
‘
器
高
四

・

三
セ
ン
チ
を
測
る

。

丸
味
を
お
び
た
平
底

の
底
部
よ
り
緩

や
か
に
立
ち
あ
が
り
、
口
綾
部
は
や
や
外
反
し
て
い
る

。

器
表
面
的
強
形
は
、

外
面
白
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
休
部
は
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後一
部
ナ
デ
が
施
さ
れ
、
内

面
は
口
縁
部
・
休
部

と
も
に
ヨ
コ

ナ
デ
で
あ
る
。

焼
成
は
良
好
で
あ
る
が
.
胎

土
は
砂
粒
を
多
く
含
み
、
器
肌
は
荒
〈
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

土
師
・

杯
形
土
器
(第
6

図
③
)

第

一
号
住
居
祉
町
カ
7
ド
直
上
か
ら

検

出
さ
れ
た
探
形
土
綜
の
破
片
三
個
体
で
、

そ
の
復
元
法
最
は

口
径

一
回
目

五
セ

ン
チ
、
器
商
四
・

0
セ
ン
チ
程
度
と
推
定
さ
れ
る

。

総
形
は
鬼
高
則
的
特
徴
を

よ
く
示
し
て
お
り
、
鋭
〈
突
き

出
た
稜
を
も
ち
.
口
縁
部
は
や
や
外
反
し
て
い

る
。

器
肉
は
非
常
に
薄
く
、
内
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
、

外
商
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
で
あ

あ
り
、
体
部
は
へ
リ
ヶ

.

ズ
リ

後
ヨ
コ
ナ
デ
が
地
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
に
は
や
や

砂
粒
を
含

A
.
焼
成
は
良
好
で
、
赤
彩
に
よ
っ

て
色
制
は
赤
色

二

部
赤
禍
色

)

を
呈
す
る

。

土
師
・
杯
形
土
器

(第
6

図
④
)
第

三
号
住
居
祉
の

覆
土
表
層
よ
り
出
土

し
た
丹
塗
土
器
で
、
そ
の
遺
存
度
は
約
五
す
個
体
で
あ
り
、
復
元
法
量
は
口

径
一

四
五
セ

ン

チ
、
器
高
四

・

0
セ
ン
チ
、
底
径
六

・

二
セ
ン
チ
程
度
と
推
定
さ

れ
る

.

平
底
的
底
部
よ

り
緩
や
か
に
立
ち
あ
が
り
、

口
縁
部
は
や
や
内
轡
し
て
、

体
部
に
は
強
く

横
方
向
の
へ
ラ
ケ
ズ
リ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
底
部

外
縁
に

は
細
か
い
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
が
認
め
ら

れ
‘
口
縁
部

・

内
面
は
と
も
に
ヨ
コ
ナ
デ
が

加
え
ら
れ
て
い
る

。

胎
土
は
少
量
的
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
、
丹
塗
以

外
的
色
簡
は
灰
鵠
色
を
呈
し
、

外
面
的

一
部
に
カ
ー
ボ
ン
が
付
着
し
て
い
る
。

土
師
・

聖
形
土
器

(第
7

関
⑦
)

第
四
号
住
居
祉
束
隅
出
土
町
鬼
高
式
土

器
で
、
そ
町
泣
存
度
は
口
縁

・

胴
部
の
約
士
個
体
で
あ
り
、
比
較
的
小
型
の
壷

形
土
器
で
口
径
は
約

一
五
セ
ン
チ
と

推
定
さ
れ
る
。

器
表
面
的
翻
製
は
、
外
面

白
縁
部
に
は
ヨ
コ
ナ
デ
が
み
ら
れ
、
胴
部
に
は
縦
方
向
の
へ
ラ
ケ
ズ
リ
が
施
さ

れ
て
お
リ
、
内
聞
は
胴
部
口
縁
部
と
も
に
ヨ
コ
ナ
デ
が
加
え
ら
れ
て
い
る

.

胎
土
・

焼
成
と
も
に
良
好
で
あ

り
、
胎
土
中

に
砂
粒
を
含
み
、
器
肌
は
比
較
的

か
た
く

、
色
淵
は
褐
色
を
呈
す
る
。

土
師
・
聾
形
土
器

(第
7

関
②
)

第
四
号
住
居
社
東
隅
出
土
町
鬼
高
式
土

器
で
、
そ
の
泣
存
度
は
口
縁
部
告
個
体
強
、
胴
部
約
す
個
体

で
あ
り
、
口
径
は

一
六
・

一
0
セ
ン
チ
を
測
る

。

整
形
は
内
面

・
外
面
白

縁
部
と
も
に
ヨ
コ
ナ
デ

で
、
外
面
胴
部
に
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
泊
さ
れ
て
い
る

。

胎
土
は
砂
粒
を
含
み
、

焼
成
は
や
や
良
貯
で

.

色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る

。

土
師
・

建
形
土
器

(第
7

関
③
)

第
四
号
住
居
祉
束
間
出
土
町
底
部
完
形

(四
片
接
合
)
で
、
そ
の
底
径
は
九
・

六
セ
ン
チ
を
測
る

固

器
肌
の
調
整
は
、

16 
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外
而
底
而
と
も
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
で
、
内
而
は
ヨ
コ
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
る

。

胎
土
は
砂
粒
を
含
み
、
色
調
は
赤
褐
色

(
一部
黒
褐
色

)
を
呈
す
る
。

土
師
・
聾
形
土
器

(第
7

図
③
)
第
一
号
住
居
祉
の
ヵ
7
ド
付
近
よ
り
出

土
し
た
菱
形
土
器
で
、
そ
町
遺
存
度
は
底
都
合
個
体
で
あ
り
、
底
径
は
六

・

七

セ
ン
チ
を
測
る

。

器
肌
の
調
整
は
、
内
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
と
へ
一
フ
ナ
デ
が
加
え
ら

れ
、
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
が
地
さ
れ
て
い
る
が
大
部
分
が
剥
落
し
て
お
リ
‘
底
面

は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
で
仕
上
げ
て
い
る
。
胎
土
は
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
や
や
不
良

で
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
し
て
い
る

。

須
恵
・
高
台
付
杯
(第
B

関
①
)

第
二
号
住
居
祉
出
土
的
真
間
期
須
忠
器

で
、
そ

の
遺
存
度
は
約
す
個
体
弱
で
あ
り
、
復
元
法
量
は
口
径

一
五
・

三
0
セ

ン
チ
、
底
径
一
一
・

二
0
セ
ン
チ
、
桜
町
四

・

三
0
セ
ン
チ
を
測
る

。

高
台
付

の
底
部
か
ら
緩
や
か
に
立
ち
あ
が
り
、
口
縁
部
は
や
や
外
反
し
て
、
調
整
は
内

・

外
商
と
も
ロ
ク
ロ
ナ
デ
で
あ
る
が
、
底
部
町
切
離
し
は
不
明
で
あ
る

.

胎
土

は
若
干
軟
質
で
‘
色
調
は
灰
色

ご
部
灰
褐
色

)
を
呈
す
る

。

須
恵
・
ぼ
円
形
土
器(第
8

図
②
)

第
四
号
住
居
社
東
隅
か
ら
検
出
さ
れ
た

国
分
期
的
土
師
質
須
恵
器
で
、
そ
の
遺
存
度
は
約
寺
個
体

(九
片
接
合
)
で
あ

り
、
口
径

一
三
・

六
セ
ン
チ
、
底
径
六
・

五
セ
ン
チ
、
器
高
五

・

三
セ
ン
チ
を

測
る
。
器
形
は
体
部
の
中
位
で
や
や
膨
ら
み
、
内
掛
司L
去
が
ら
口
縁
部
に
の
び

る
も
の
で
、
体
部
向
調
整
は
内

・

外
耐
と
も
に
ロ
ク
ロ
ナ
デ
で
あ
り
体
部
下

端
に
手
持
ち
へ
ラ
ケ
ズ
リ
が
加
え
ら
れ
て
い
る

。

ま
た
、
底
部
の
切
離
し
は
静

止
糸
切
り
で
あ
る
が
、
底
面
は
完
全
主
円
形
で
は
な
く
、
ロ
7

ロ
作
業
に
未
熟

き
が
残
る
。

焼
成
は
や
や
不
良
で
、
胎
土
は
砂
粒
を
含
み
、
色
調
は
黒
褐
色
を

呈
す
る
。

須
恵
・
銭
形
土
器
(第
8

関
③
)

第

一
号
住
居
祉
の
覆
土
中
か
ら
検
出
さ

れ
た
須
恵
器
片
で

.

そ
の
泣
存
度
は
約
す
個
体
で
あ
り
、
復
元
法
鼠
は
口
径

一

一
・

0
セ
ン
チ
‘
底
径
六
七
セ
ン
チ
、
器
商

一
ニ・
七
セ
ン
チ
を
測
る

。

ロ
ク

ロ
仕
上
げ
で
、
胎
土
・

焼
成
と
も
良
好
で
あ
り
、
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
る
。

陶
器
・
高
台
付
皿
形
片

(第
8

図
③
)

第

一
号
住
居
祉
の
覆
土
中
よ
リ
出

土
し
た
灰
彩
陶
器
で
、
そ

の
遺
存
度
は
約

す
個
体
で
、
復
元
口
径
は
約

一
0
セ

ン
チ
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
胎
土
・
焼
成
と
も
良
好
で
、
色
調
は
灰
白
色
を
呈

十
ヲ
る
。

須
恵
・
鉢
形
土
器

(第
9

図
①
)

第

一
号
住
居
祉
覆
土
か
ら
検
出
さ
れ
た

土
師
質
須
恵
器
の
極
細
片
で
‘
鉢
形
胴
部
と
考
え
ら
れ
る
が
器
形
町
復
元
は
不

不
可
能
で
あ
る

。

外
面
に
は

「
菊
筆
流
紋
」
に

類
似
し
た
押
型
が
認
め
ら
れ
、

胎
土
・
焼
成
と
も
良
好
で
あ
り
‘
色
調
は
灰
禍
色
を
呈
す
る

。

鉄
製
品
・
釘

(第
9

図
②
)

第

一
号
住
居
祉
の
カ
マ
ド
付
近
か
ら
検
出
さ

れ
た
現
存
部
五

一
0
セ
ン
チ
町
鉄
釘
で
、
そ
町

四
商
法
量
は

三
l

四
ミ
リ
角

で
あ
り
、
遺
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
遺
物v

21 

土
師
器

調
査
区
の
表
土
中
に
は
土
師
器

・

須
恵
器
・
陶
器
内
破
片
が
多
量

に
包
含
さ
れ
て
お
り
、
約

一
一
五O
片
程
を
採
取
し
た
が
鬼
高
器
内
土
師

器
が
主

体
を
占
め
る
が
、
い
ず
れ
も
極
細
片
の
た
め
器
形
町
復
元
は
困
難
で
あ
る
。

須
恵
器

住
居
祉
の

覆
土
表
層
か
ら
は
、
須
恵
器
の
細
片
が
検
出
さ
れ
、
保

形

(背
灰
色
)

杯
蓋

(灰
褐
色
)
・

高
台
付
皿
形
底
部
(
背
灰
色
)
な
ど
が

認
め
ら
れ
た

。

陶
鵠
・
瓦

そ
の
ほ
か
表
土

・
覆
土
中
か
ら
は
、
灰
軸

・

緑
柚
・

鉄
柑
常

滑
主
ど
の
陶
片
多
数
、
厚
さ
約

二

0
セ
ン
チ
町
瓦
片

(女
瓦
)
が
検
出
さ
れ

た
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遺
物
に
関
す
る
考
察

荒
久
台
遺
跡
と
は
、
千
葉
県
横
芝
町
長
倉
地
先
円
台
地
上
に
所
在
す
る
土
師

器
町
散
布
地
で
、
調
査
主
任
が
字
名
を
と
り
遺
跡
名
称
と
し
た
も
の
で
あ
る

。

今
回
、
昭
和
五
五
年
皮
肉
地
域
農
政
繋
備
卒
業
に
先
駆
け
て
、
遺
構
確
認
の
た

め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た

。

そ
の
対
象
地
域
は
、
畑
地
濯
概
用
的
揚
水
機
場

と
給
水
パ
イ
プ
埋
設
の
計
画
路
線
内
で
あ
り
、

し
か
も
遺
精
面

(住
居
祉
の
様

土
表
層
)
を
確
認
し
た
時
点
で
発
掘
作
業
を
中

止
し
た
た
め
、
住
居
祉
プ
ラ
ン

全
体
的
把
握
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
住
居
祉
(
推
定
四
軒

)
の
覆
土

面
は
綾
雑
に
重
層
し
て
お
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
生
活
が
営
ま
れ
た
こ
と
が

窺
知
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
遺
跡
台
地
に
は
古
墳
時
代
後
期

(鬼
四
期

)
・

奈
良
時
代
(
真
同
期
)
・
平
安
時
代
(
国
分
期
)
町
埋
没
住
居
群
(
集
落

祉
)
的
存
在
が
明
確
に
なっ
て
き
た

。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
古
代
集
落
が
、
当

地
方
向
歴
史
的
環
境
内
中

に
あ
っ
て
、
周
辺
町
遺
跡
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
か
を
、
現
在
ま
で
に
調
査

・
研
究
さ
れ
て
い
る
考
古
学
的
資
料
に
基
づ
い

て
推
察
を
行
っ
て
み
た
い

。

ま
ず
第

一
点
は
、
荒
久
台
遺
跡
に
お
け
る
遺
物
の
総
括
的
把
握
で
あ
る
が
.

出
土
し

た
遺
物
は
土
器
と
鉄
製
品
で
あ
っ
た
(
第
叩
図
参
照
)。
土
器
は
、
鬼
高

期
を
主
体
と
す
る
土
師
器
と
、
其
問
・
国
分
期

的
須
恵
器
で
あ
り
、
鉄
製

品
は

鉄
釘
で
あ
る
.

出
土
泣
物
町
時
期
は
、
古
墳
時
代
初
頭

(四
世
紀
)
に
始
ま
り

奈
良
・

平
安
時
代
に
わ
た
る
が
・
主
体
を
な
す
造
物
は
古
墳
時
代
後
期
以
降
の

も
の
で
あ
る
。
遺
物
内
多
〈
は
、
普
通
の
集
落
遺
跡
で
認
め
ら
れ
る
目
指
生
活

向
雑
器
で
あ
り
、
土
器

の
形
態
も
オ
ソ
ド

Y
7

ス
で
あ
る

。

最
近
、
九
十
九

(第 10図)荒久台遺跡出土遺物一覧表

種 法 量 住居時 期 器形 備自 考
~IJ 口径 器高 底径 祉

五領期 H 器古形 55 3 約寺個体

鬼高期 H 土手 形 138 43 1 約奇個体

" H ま平 形 145 40 1 カマド祉 赤彩土骨量

" H 主平 形 145 40 62 3 約す個体丹塗土器

, H " 形 150 4 約す個体

" H 襲 形 161 4 口縁部+個体

, H 褒 形 96 4 底部完形

, H ~ 形 67 1 カマド祉 ・ 底部す個体

真間期 s 高台付杯 153 43 112 2 約す個体

国分期 s 杯 形 136 53 65 4 約寺個体 ・ 土師質m恵器

" s ま平 形 110 37 67 1 約す個体

不 明 T 高台付JIl形 110 1 約t個体 ・ 灰軸陶器

〈註> <D!重別は H (土師器) ・ s (須恵器) ・ T (陶器) で示した.

②法量的単位は哨て・示した.
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里
地
方
で
も
大
規
模
志
向調
査
例
が
附
加
し
て
い
る
が
、
本
遺
跡
も
上
記
遺
物
に

加
え
て
周
辺
町
散
布
状
況

・

立
地
条
件
等
か
ら
み
て
、

一
O
O
軒
を
単
位
と
す

る
集
落
遺
跡
的
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
出
土
点
数
は
少
量
で
あ
る
が
、

当
地
方
に
お
け
る
須
恵
器
の
あ
り
方
は
ひ
と
つ
の
地
域
性
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
鬼
高
期
を
主
体
と
す
る
土
師
器
の
問
題
で
あ
る
が
、
本
遺
跡
的
遺

物
保
存
状
況
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
埋
蔵
深
度
は
表
土
下
二
五
1

四
0
セ
ン

チ
範
囲
が
温
厚
で
、
さ
ら
に
表
土
下
五
0

セ
ン
チ
付
近
か
ら
吾
個
体
程
度
内
大

型
破
片
が
検
出
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
土
師
器
と
は
、
古
境
時
代
以
降
、
奈
良

・

平
安
時
代
ま
で
続
い
て
裂
作
使
用
さ
れ
た
素
焼
肉
土
様
で
あ
る
が
、
弥
生
式
土

器
か
ら
直
接
続
〈
も
の
で
、
各
地
域
ご
と
に
土
器
型
式
に
よ
る
緬
年
が
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
南
関
東
で
は
、
五
領
・
和
泉

・

鬼
高
・
国
分
の
各
型

的
各
型
式
に
綱
年
き
れ

、
そ
れ
ぞ
れ
細
分
さ
れ

て
い
る

。

普
通
、
そ
の
色
調
は

賞
褐
色
で
、
粘
土
(
陶
土

)
を
水
に
と
か
し
て
、
そ
の
粘
土
質
的
精
粗
を
分
け

た
陶
土
が
用
い
ら
れ
、
焼
成
温
度
は
弥
生
式
土
器
と
大
差
な
〈
八
五
O
度
前
後

で
あ
る
。
技
法
的
に
は
、
輪
積
み
や
巻
上
法
に
よ
る
成
形
が
行
な
和
れ
た
が
、

の
ち
に
は
高
度
な
ロ
ク
ロ

ー
も
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し

、
須
恵
器

の
製
作
に
使
わ

E
 

れ
た
よ
う
主
大
規
模
な
窯
は
現
わ
れ
な
い
。
古
墳
時
代
中
期
に
は
須
恵
器
の
製

作
が
始
ま
る
が
‘
日
用
品
と

し
て
の
土
師
器
ほ
ど
に
は
普
及
し
な

か
っ
た
。

土

師
器
に
は
問
・
高
係
壷

・
褒

・
艇
・
鉢
・
器
台
な
ど
の
器
形
が
あ
り
、
文
様

は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

発
掘
調
査
の
結
果
で
は
、
古
境
時
代
前
期

(五
領
期
)
の
遺
物
が
伝
初
の
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
時

期
の
土
棋
に
は
約
す
個
体

的
器
台
形
土
器

(
三号
住
)

を
認
め
る
の
み
で
あ
る
。
や
が
て
、
古
墳
時
代
的
後
期
に
な
る
と
、
荒
久
台
遺

跡
に
は
鬼
高
期
住
居
祉
群
が
営
ま
れ
、
長
倉

一
号
墳
も
築
造
さ
れ
た
も
町
と
考

察
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
は
、
土
師
器
内
保
形
土
器
を
中
心
に
、
古
賀
形
土
器
褒

形
土
器

(口
縁
部
・

胴
部
底
部

)
町
大
型
破
片
が
検
出
さ
れ
、
い
わ
由
る
赤

彩
土
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
第

一
号
住
居
祉
の
カ
マ
ド
付
近
か
ら

検
出
さ
れ
た
啄
形
赤
彩
土
器
・
年
形
丹
塗
土
器
(約
す
個
体

)
に
注
目
し
、
あ

る
程
度
的
技
術
的
閉
館
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
的
遺
物
同
記
述
で
、
「

赤

彩
」
お
よ
び
「
丹
塗
」
と
注
記
し
た
が
、
赤
彩
は
土
器
焼
成
以
前
に
赤
色
顔
料

を
化
粧
土
に
混
入
し
て
器
商
に
塗
彩
し
た
も
の
で
あ
り
、
予
め

器
面
の
色
調
効

果
を
狙

っ
た
意
図
的
な
製
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
マ

ド
祉
の
直
上
か
ら

検
出
さ
れ
た
杯
形
破
片
三
個
体
に
認
め
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。
土
器
は
荒
成
形

的
後
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
を
主
と
し
て
再
調
獲
が
地
さ
れ
る
が
、
こ
町
工
程
に
お
い

て
化
粧
土
が
塗
ら
れ
る
も
町
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
手
法
は
五
領
式
及
び
鬼
高
式

と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
る
.

つ
ぎ
に
丹
塗
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
土
器
焼
成
後
に

塗
彩
さ
れ
た
も
の
で
、
赤
色
顔
料
に
は
鉛
丹

・

ベ
ニ
ガ
ラ
・

赤
土
な
ど
が
用
い

ら
れ
、
カ
マ
ド
社
か
ら
検
出
さ
れ
た
杯
形
土
器
に
認
め
ら

れ
る
。

赤
色
顔
料
は
、

ぬ
か

に

一
般
的
に
赤
丹

・

鉛
丹
と
よ
ば
れ
る
四

三
酸
化
鉛
が
多
〈
用
い
ら
れ
、
鉛
に
硫

黄
硝
石
を
加
え
て
焼
い
て
製
し
た
。
ま
た
、
ま
れ
で
は
あ
る
が
丹
砂
と
よ
ば

れ
る
鉱
物
顔
料
も
用
い
ら
れ
、
自
然
界
に
存
在
す
る
硫
黄
・
水
銀
同
化
合
し
た

赤
土
で
あ
る

。
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こ
の
鬼
高
期
的
時
代
に
は
、
当
地
方
に
は
規
模
の
小
き
い
群
集
墳
が
温
厚
に

営
ま
れ
る
状
況
を
示
し
、
当
時
的
東
国
農
民
と
在
地
豪
族
的

一
裏
面
を
現
わ
す

貴
重
主
デ
タ
ー

が
中
台
古
墳
群
町
殿
塚

姫
塚
か
ら
出
土
し
た
葬
送
埴
輪
列

的
中
に
窺
知
さ
れ
る

。

川

戸
彰
氏
同
研
究
に
よ

れ
ば
、
九
五
O
基
を
越
え
る
山

武
都
市
町
現
存
古
墳
の
ヲ
ち
八

O
%
近
く
が
郡
北
台
地
に
集
中
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
中

で
も
芝
山
古
境
群
は
最
大
の
も
の
と
さ
れ
る
。

そ
の
支
群
を
形
成
す

る
横
芝
地
方
向
古
墳
群
と
し
て
は
、
中
台

(前
方
後
円
墳

二

円
墳

一
八

)

木
戸
台
・

町
原

(
前
方
後
円
墳

一
・

円
墳

一
二

、
寺
方

(前
方
後
阿
境

三

阿
積
二
三
)
町
三
群
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
寺
方
古
墳
群
は
、
梅
林
造
成
の
た
め

に
大
規
模
な
破
墳
を
受
け
て
、
横
芝
町
町
北
部
台
地
に
は
、
現
在
、
前
方
後
円



境
問
円
墳

三
四
経
塚

三
な
ど
、
総
数
四

三
基
が
保
存
さ
れ
て
い
る

。

ま
た
、

古
噴
群
町
周
辺
に
は
、
古
墳
を
築
造
し
た
人
々
の
集
落
が
営
ま
れ
た
考
え
ら
れ

る
が
、
横
芝
町
に
お
け
る
土
師
器
の
散
布
地
は
次
的
如
く
で
あ
る

。

①
長
念
A

B

(荒
久
台
)
1

台
地
斜
商

(南
側
)
・

台
地
上
平
担
部
1

山

林
・
畑
地

。

②
木
戸
台
A

・
B

(上
宮
台
)
i

台
地
斜
面

(北
側
)
・

台
地
上
平
担
部
1

山
林
・

畑
地
.

③
木
戸
台
C

(下
宮
台
)
i
台
地
斜
面
1

山
林

④
遠
山
A

(迷
山
)
1

舌
状
台
地
上
i

畑
地

(歴
史
時
代

)

⑤
遠
山
B

(桜
前
)
l

台
地
上
l

畑
地

⑥
殿
塚

・

姫
塚

(中
台

)
1

台
地
平
坦
部
i

山
林

⑦
寺
方
三
号
墳

(坂
聞
城
山
)
i

台
地
平
台
部
l

梅
林

(担
輪
土
師
片
多

量
)

平
安
初
期
(九
世
紀
初
頭
)
の
撰
録
と
い
わ
れ
る

『

先
代
旧
事
本
紀
』
第

一

O
巻
町
「
国
造
本
紀
」
に
よ

れ
ば
、

「
武
社
国
造

。

志
賀
高
穴
穂
朝
、
和
週
臣

祖
、
彦
意
邪
都
命
孫
、
彦
忍
人
命
定

賜
国
造
、
」
と
あ
る

。

こ
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
武
祉
国
は
和
週
系
氏
族
同
勢
力
固
と
考
え
ら
れ
、

『
古
事
記
』

の
孝
昭
天

皇
の
条
町
和
遡
大
系
譜
中
に
あ
げ
ら
れ
た

一
六
氏
町
ひ
と
つ
で
あ

る
和
紙
町何

故
地
と
指
摘
さ
れ
す
こ
よ
る
興
味
深
い
も
の
が
あ
る

。

古
代
、
成
務
天
皇
内
世

に
彦
忍
人
命
が
武
社
国
造
に
任
命
さ
れ
、
木
戸
川
・
栗

山
川
町
流
域
地
方
を
支

配
地
と
し
て
、
和
運
一
族
で
あ
る
牟
邪
臣
が
活
開
惜
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
芝

山
町
内
宮
門
神
社
は
和
週
神

(彦
忍
人
命

)
を
祭
神
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
角

川
源
義
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
和
遡
氏
族
は
入
江
の
あ
る
水
系
を
掌
躍
し
て
た

つ
と
い

わ
れ
、
九
十
九
里
最
大
的
規
模
を
も
っ
楽
山
川
渓
谷
町
入
江
が
武
社
国

造

(牟
邪
臣
)
と
そ
の
部
民
た
ち
の
生
活
拠
占
、
と
な
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
と

芝
山
古
墳
群
が
武
社
園
町
中
央
部
を
形
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、

殿
塚
・
姫
塚
古
墳
町
依
葬
者
は
、
や
は
り
武
社
国
造
的
系
譜
に
速
な
る
古
代
村

落
同
族
長
層
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。

ま
た
、
真
問

・

国
分
期
的
須
恵
器
で
あ
る
が
、
遺
物
は
第

二
号
住
居
祉
か
ら

検
出
さ
れ
た
高
台
村
杯
形
土
器
(
真
問)
内
約
守
個
体
と
、
第

一
号
住
居
祉
・

第
四
号
住
居
祉
か
ら
検
出
さ
れ
た
杯
形
土
器

(国
分
)
で
あ
る
。
特
に
、
第
四

号
住
居
祉
の
遺
物
は
‘
い
わ
曲
る
土
師
質
須
恵
恭
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
約
寺

個
体
的
遺
存
状
態
で
ほ
ぼ
完
形
を
呈
し
て
い
る
。

ま
た
第

一
号
住
居
祉
か
ら
は
、

約
す
個
体
的
灰
粕
が
施
さ
れ
た
高
台
付
皿
形
陶
器
が
出
土
、
時
期
は
不
明
で
あ

る
が
遺
跡
覆
土
中
か
ら
極
細
片
が
検
出
さ
れ
る
の
で
住
居
祉
と
の
関
連
で
提
え

ら
れ
る
。
横
芝
町
に
お
け
る
須
恵
器
内
出
土
例
は
少
な
く
‘
木
戸
台
遺
跡
の
第

一
号
土
城
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
長
類
愛

・

広
口
登
町
二
点
を
あ
げ
る
円
み
で
、

と
も
に
国
分
期
的
遺
物
で
長
顎
査
に
は

「
(山
辺
)
庄
刀
部
」
の

陰
刻
銘
が
認

め
ら
れ
る

。

荒
久
台
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
と
併
せ
て
、
地
方
窯
か
ら
産

出
さ
れ
た
須
恵
器
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

.

と
こ
ろ
で
、

い
わ
ゆ
る
須
恵
器
と
は
、
祝
部
式
土
器
・
朝
鮮
土
器
と
も
い
い
、

古
墳
時
代
的
後
半
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
盛
行
し
た
掬
質
土
器
で
あ
る
。
ロ

且
伺仇W
M
a

ク
ロ
を
使
用
し
て
成
形
、
容
窯
で

一
0
0
0
度
以
上
向
還
元
炎
で
焼
成
し
た
。

色
調
は
灰
色
ま
た
は
灰
皿
出色
を
塁
L
.

た
た
〈
と
、
金
属
音
に
近
h
音
を
発
す

る
。

器
種
に
は
、
坪
・
高
江
ケ
出・褒
・
酎
・
器
台
立
ど
が
あ
る
a

朝
鮮
の
新

羅
焼
肉
系
統
を
受
け
た
も
の
で
、
古
墳
時
代
中
期
よ
り
知
ι

れ
、
そ
の
末
期
に

は
古
墳
の
副
葬
品
町
中
に
多
数
見
い
だ
さ
れ
る

。

そ
れ
ら
は
や
が
て
日
本
化
し
、

奈
良
平
安
時
代
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
技
術
は
や
が
て
瀬
戸
焼

・
保
総
焼
・

備
前
焼
な
ど
、
地
方
色
豊
か
な
中
世
窯
業
向
母
胎
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

真
問
・

国
分
期
的
須
恵
器
が
用
い
ら
れ
た
荒
久
台
遺
跡
の
周
辺
は
、
奈
良
・

平
安
時
代
向
上
総
国
武
射
郡
長
倉
郷
に
編
入
さ
れ
、
長
倉
郷
町
主
要
部
を
形
成

い
え
唱
。
。
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し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
承
平
五
年
(
九
三
五
)
の
撰
録
と
伝

え
ら
れ

-
U
 

る
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
律
令
期
向
上
総
国
武
射
郡
に
は
、
巨
備
・
加
茂

・

啓
針
術
協
・
長
倉
・
昨
市・片
野
・
大
蔵

・
新
居
・
新
屋
・
埴
屋
町
諸
郷
が

苦
か
れ
て
い
た

.

古
代
武
射
郡
の
範
囲
は
、
栗
山
川
以
南
か
ら
木
戸
川
流
域
に

か
け
て
の
地
域
で
、
か
つ
て
町
武
社
国
造
的
統
治
圏
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
横
芝
地
方
に
関
係
あ
る
も
の
で
は
、
長
倉
郷
以
下
、
理
念

(曽
根

合
)
・
狩
綴

(牛
熊
)
・
畔
代

(横
芝
・
菜
山

)
の
諸
郷
で
あ
る

(村
岡
良
粥

『

日
本
地
理
志
料
h

・

吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
借
りh
)
@
こ
の
う
ち
畔
代
郷

に
関
す
る
史
料
が
『
正
倉
院
文
品
川
ど
に
散
見
さ
れ
る
(竹
内
理
三
編

『
寧
楽
遺

文
』

史
巻

〈
宗
教
編
下
二
且
寺
所
公
文

〉

東
京
堂

一
九
六
五
)。

矢貢
大神作上
僧強度
都景鴫経
法 雲一 、師

進望書
月武
十射
凹郡
日畔
代
郷
戸
王
矢
作
贋
麻
呂
戸
口

八
世
紀
当
時
、
仏
教
的
盛
行
に
つ
か
れ
て
大
量
の
僧
尼
を
必
要
と
し
た
。
民

間
か
ら
僧
尼
に
耐
え
る
者
向
貢
挙
が
要
請
さ
れ
、
反
面
、
貢
挙
せ
ら
れ
た
者
は
、

仏
に
結
縁
せ
ん
こ
と
を
願
ヲ
信
者
と
い
う
意
味
で
「

知
識
働
や
舘」と
よ
ば
れ

た
。

前
記
町
『
正
倉
院
文
書

』

は
、
こ
の
優
婆
塞
貢
進
に
関
す
る
も

の
で
、
矢

作
広
略
は
畔
代
郷
出
身
的
経
師
と
し
て
注
目
さ
れ
る

。

一
方
、
古
代
末
期
、
律
令
体
制
が
崩
れ
て
東
国
各
地
に
反
乱
が
起っ
た

が
、

中
で
も
平
将
門

的
乱
(
九
三
五
i

九
四
O
)
は
京
都
貴
族
に
重
大
主
瞥
告
を
与

え
た
。
将
門
の
伯

父
に
あ
た
る
上
総
介
平
良
兼
は
、
国
司
と
し
て
上
総

一
円

に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
が
、
承
平
六
年

(
九三
六
)
両
総
の
兵
を
ひ
き

い
て

.

下
野
町
国
境
で
将
門
箪
と
戦

っ

て
い
る

。
『

将
門

記
』
(
真
福
寺
本
)
に
よ
る

「
不就
所
々
関
‘
自
上
総
国
武
射
郡
之
少
道
、
到
着
於
下
総
固
香
取
郡
之

神
前
。
」
し
て常
陸
国
へ
入
っ
た
と
い
わ
れ
る

。
こ
の
良
兼
の
居
館
地
に
つ
い
て

は
明
確
で
な
い
が
、
村
岡
良
弼
・
清
宮
秀
堅
な
ど
の
税
に
よ
れ
ば
、
上
総
国
武

射
郡
屋
形
村

(横
芝
町
屋
形

)
同
地
に
比
定
さ
れ
る

。

清
宮
は
「

屋
形
蓋
上
総

介
平
良
兼
所
館

。

亦
拠
郡
司
故
資
也

。

天
慶
乱
、
良
兼
取
間
道
、
自
武
射
小
路
、

至
神
前
津

。

舟
入
常
陸
、
奥
国
香
合

。

」

と
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
お
り
、

ま
た
村
岡
も
そ

の
著
脅
『

日
本
地
理
志
料
』
第

一
八
巻

(上
総
国
)
町
中
で
清

宮
鋭
を
紹
介
し
て
い
る
。

以
上
、
荒
久
台
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
関
す
る
検
討
を
中
心
に
、
そ
の

背
景
と
な
っ

た
歴
史
的
環
境
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た

。
今
図
的
発
掘
調
査
は
、

遺
跡
台
地

内
一
部
分
を
試
掘
し
て
の
確
認
調
査
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
言
明

し
、
当
地
域
の
歴
史
的
解
明
は
、
今
後
向
調
査
・
研
究
の
深
化
に
期
待
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

を
付
記
す
る

。

最
後
に
‘
現
地
長
倉
町
発
掘
閥
査
で
は
‘
地
元
関
係
者
多
数
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
も
と

に
、
発
掘
作
業
を
円
滑
に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

.

こ
こ

に
ご
助
力
賜
わ
り
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
誌
し
、
厚
く

御
礼
を
申
し

上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す

。

と
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伊
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光
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吉
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順
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・
敬
称
略

一
九
八
一
・

三
・

二
五

文
責

伊
藤

一
男

(調
査
主
任
)



遺跡周辺航空写真

" 遺跡台地温量 {南側より)

遺跡遣軍(台地東端より)

図版A ・遺跡各景
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長書 1 号横(台地東南錨)

個査区域 (8m X 8m)

褒土剥ぎ作集 (G -1 ) 

図版B ・調査区織の設定
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G - l ・ G - 4 (北側より)

G - 2 ・ G - 3 (南側より)

カマド祉 ( 1 号住) 埋戻作集完了

図版C ・調査区減全景
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図版D ・遺物出土状況
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3 GOOl 

KMOOl 

KM∞2 
KM003 

1 GOOl 



図版E ・出土遺物 (G -1 ) 
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2 GOOl 

3 G002 

i ・ 12 G003 

3 G004 

図版 F ・出土遺物 (G - 2 ・ G - 3) 
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4 GOOl 

4 G HOOl 

4 G005 

図版G ・出土遺物 (G - 4) 
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F2 ・ E2 ・ E3 ・ D4 C4 ・ C 5 .84 ・ A5

図版H ・保全指導区域出土遺鍬1)

34 



図版 l ・保全指導区域出土遺物(2)
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〈
文
化
財
研
究
紀
要
〉

両
総
栗
山
川
流
域
の
土
師
式
遺
跡
|
九
+
九
里
平
野
の
低
地
主
に
関
す
る
一
考
察

I 

横
芝
町
で
は
、
昭
和
凹
十
五
年
以
降
、
木
戸
台
・
小
集
中
台
長
倉
な
ど
、

開
発
破
療
に
よ
る
遺
跡
的
緊
急
調
査
が
相
つ
ぎ
‘
文
化
財
行
政
は
急
速
主
展
開

を
み
せ
た

。

こ
の
問
、
常
に
範
者
向
念
頭
に
あ
っ
た
も
町
は
、
平
野
部
に
お
け

る
低
地
遺
跡
的
問
題
で
あ
っ

た
・

い
わ
由
る
埋
蔵
文
化
財
町
保
護
は
、
現
状
で

は
台
地
上
向
遺
跡
に
限
定
さ
れ
、
低
地
遺
跡
に
つ
い
て

は
対
象
外
に
置
か
れ
て

い
唱
。。九

十
九
里
平
野
に
お
け
る
低
地
遺
跡
的
研
究
は
、
慶
応
義
塾
大
学
的
消
水
潤

三
教
授
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
最
近
で
は
古
内
茂
西

山
太
郎
両
氏
的
業
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

。

ま
た
、
長
倉
遺
跡
向
調
査
で
御
指
導
を
賜
っ
た
立
正

大
学
O
B

の
小
高
春
雄
氏
は
、
九
十
九
里
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
を
踏
査
、
す
で
に

詳
細
主
遺
跡
分
布
図
を
作
成
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
栗
山
川
流
域
で
は
横
芝
町

上
町
遺
跡
・

本
町
遺
跡
・

菓
山
富
脇
遺
跡
、
光
町
桑
郷
遺
跡
木
戸
遺
跡
な
ど
‘

土
師
器
町
散
布
地
を
確
認
き
れ
た
。

一
方
、
筆
者
も
す
で
に
数
年
前
、
横
芝
町

屋
形
字
入
問
地
先
に
お
い
て
土
総
片
的
散
布
を
確
認
、
土
師
器
と
考
え
ら
れ
る

紫
焼
土
器
的
破
片
な
ど
を
検
出
し
て
、
郷
土
地
方
に
お
け
る
低
地
遺
跡
の
存
在

を
あ
る
程
度
予
察
し
て
い
た
。

従
来
、
九
十
九
里
平
野
町
開
拓
は
、
中
世
末
期
に
始
ま
り
江
戸
中
期
か
ら
本

格
化
し
た
と
す
る
説
が

一
般
で
あ
っ

た
。

し
か
し
、
低
湿
地
か
ら
検
出
さ
れ
る

遺
物
的
中

に
は
、
完
形
な
い
仁

は
完
形
に
近
い
も
の
が
数
多
く
あ
る
の
で
‘
単

に
土
器
が
流
入
し
た
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い

。

現
在
、
畑
地
や
山
林
に
変

貌
し
て
い
る
平
野
町
微
高
地
は
、
原
始

・

古
代
に
は
砂
丘
で
あ
っ
て

、
人
々
が

生
活
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。

ま
た
、
砂
丘
ば
か
り
で
な
〈
、
低
湿
地

で
も
あ
る
時
期
、
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
人
々
が
生
活
で
き
る
状
態
に
あ
っ

た

と
い
え
る

。

小
口
氏
向
調
査
結
果
で
は
、
当
時
砂
丘
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る

畑
地
・
山
林
に
は
、
土
器

内
形
状
を
推
定
で
き
る
も
の
か
ら
2

ま

っ

た
く

磨
耗

し
て
し
ま
っ
た
極
細
片
ま
で
、
広
汎
な
散
布
が
確
認
き
れ
、
臨
時
的
キ
ャ
ン
プ

地
で
は
な
〈

郷
単
位
の
村
落
が
想
定
さ
れ
る
程
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

。

こ
の
低

地
で
の
遺
跡
確
認
作
業
は
‘
原
始

・

古
代
に
お
け
る
海
岸
平
野
町
地
形
条
件
や

土
地
利
用
・

交
通
順
路
な
ど
を
復
元
す
る
上
か
ら
大
切
で
あ
り
、
文
献
資
料
の

乏
し
い
九
十
九
里
古
代
史
解
明
へ
の
重
要
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
〈
れ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る

。

長
倉
遺
跡
的
調
査
後
‘
小
高
氏
か
ら
低
地
遺
跡
的
占
地
形
態
に
つ
い
て
御
指

導
を
頂
き
、
谷
津
川
流
域

(現
在
的
東
部

一
O
号
幹
線
水
路

)
の
河
畔
砂
丘
上

に
位
置
す
る
蓮
沼
村
川
面
地
先
的
散
布
地
主
ど
、
新
た
な
遺
跡
的
確
認
に
努
力

し
て
い
る

。

こ
れ
は
あ

く

ま
で
も
予
察
に
す
ぎ
な
い
が
、
九
十
九
里
平
野
に
お

け
る
低
地
遺
跡
は
水
系
単
位
に
地
域
毎
に
集
中
的
分
布
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
、
太
平
洋
に
注
ぐ

河
川

沿
岸
を
詳
細
に
占
検
す
れ
ば
、
数
多
く
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
.

こ
の
点
、
土
師
式
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に

お
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
予
定
で
あ
る

。

以
上
向
観
占
に
た
っ
て
、
本
稿
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で
は
栗
山
川
流
域
的
土
師
式
遺
跡
に
限
定
し
て
、

ω
九
十
九
里
平
野
の
形
成
と

低
地
遺
跡
、
ω
栗
山
川
・
木
戸
川
流
域
的
土
師
式
遺
跡
、
山
山
積
芝
町
入
間
遺
跡

的
表
採
遺
物
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

II 

千
葉
県
内
東
部
、
太
平
洋
に
面
し
て
九
十
九
里
平
野
が
あ
る

。

外
洋
に
接
す

る
海
岸
線
は
非
常
に
長
〈
、
北
町
刑
部
岬
か
ら
南
町
太
東
岬
ま
で
約
六

0
キ
ロ

に
及
び
、
両
総
台
地
と
の
接
点
は
急
崖
を
な
し
て
地
形
的
に
は
明
瞭
で
あ
る

。

こ
町
九
十
九
里
平
野
は
、
過
去

一
0
0
年
間
に
約
二
0
0

メ
ー
ト
ル
も
海
岸
線

が
陸
化
す
る

「

隆
起
式
海
岸
」

で
あ
る
が
、
平
野
を
南
北
に
走
り
両
端
に
集
中

す
る
九
列
的
低
い
砂
丘
と
、
そ
の
中
間
的
低
湿
地
か
ら
成
る

。

こ
の
砂
丘
町
砂

は
、
飯
岡
や
太
束
岬
内
海
蝕
崖
か
ら
供
給
き
れ
、
海

流
に
運
ば
れ
て
海
底
に
砂

堆

(
沿
砂洲
)
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
が
海
底
的
隆
起
に
よ
っ
て
随
化
す
れ
ば
砂

丘
と
な
る
.
こ
れ
ら
内
砂
丘
町
幅
に
大
小
が
あ
る
町
は
、
砂
町
供
給
力
の
変
化

に
よ
る
も
円
で
あ
り
、
砂
丘
列
聞
の
湿
地
帯
の
幅
に
広
狭
が
あ
る
の
は
、
柄
底

的
隆
起
量
同
大

小
に
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
海
岸
平
野
町
総
面
積

は
約
七
O
O
平
方
キ
ロ
に
お
よ
び
、
こ
の
ヲ
ち
砂
丘
列
的
面
積
は
六

O
%
を
占

的
、
畑
地
一
二

一
%

・

平
地
林
三
O
%

・

宅
地
そ
町
他
九
%
と
い
っ

た
利
用
状
況

で
あ
る
.

平
野
町
四
O
%
は
低
湿
地
で
、
水
田
・

沼
沢
・
湿
地
そ
の
他
と
な

っ

て
い
唱
。
。

「
海
底

し
だ

こ
の
海
岸
平
野
町
成
因
に

つ

い
て
は
学
説
が
多
い
が
、

一
般
的
に
は

が
し
ず
か
に
隆
起
し
、
そ
こ
へ
潮
流
に
よ
っ
て
砂
が
運
ば
れ
て
つ
も
り
、

い
に
陸
地
化
し
て
砂
丘
と
な
り
、

砂
丘
地
帯
同
後
方
に
は
、
湿
地
や
沼
沢
、
草

原
な
ど
が
散
布
し
て
い
る
」
と
町
隆
起
説
が
主
流
を
占
め
る

。

し
か
し
、

一
方

で
は
「
縄
文
時
代
前
期
の
こ
ろ
.
い
わ
ゆ
る
海
退
現
象
が
は
じ
ま
り
、
陸
は
海

に
向
っ
て
前
進
し
た
。
背
後
に
大
小
の
浅
い
沼
を
残
し
な
が
ら
、
陸
は
前
進
を

続
け
た
」

と
す
る
海
退
読
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

沖
積
世

に
入

っ

て
か
ら
次
第
に
形
成
き
れ
、
つ
い
に
今
目
的
海
岸
線
に
達
す
る
ま
で
に

発
達
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い

。

こ

の
弓
状
形
に
展
開
す
る
海
岸
平
野
は
、
そ
の
人
文
地
理
学
的
変
化
で
興
味

の
多
い
地
域
で
あ
る
が
、
縄
文
中
期
以
降
、

原
始

・
古
代
の
人
々
の
生
活
も
こ

的
地
理
に
影
響
さ
れ
変
化
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
海
岸
町
遺
跡
に
注
目
さ
れ
、

長
期
間
に
わ

た
り
調
査

・

研
究
を
続
け
ら
れ
た
清
水
潤
=
一
教
授
は・

『
九
十
九

里
沿
岸
に
於
け
る
低
地
遺
跡
的
研
究
』
と
題
す
る
論
文

の
中

で
、
次
の
よ
う

に

述
べ
て
い
る

。

「
海
岸
平
野
町中
央
に
位
置
す
る
上
員
塚
、
土
谷
‘
南
飯
塚
、
広
瀬
等
内

諾
遺
跡
が
い

か
な
る
性
質
を
有
す
る
も

の
か
に
我
々
の
注
意
が
注
が
れ
た

の
で
あ
る
。

即
ち
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
お
の
お
の
当
時
的
海
岸
線
に
接
し
、

陸
化
後
間
も
な
い
時
期
に
当
り
、
直
接
風
浪
に
お
そ
わ
れ
る
危
険
に
曝
さ

れ
て
い
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る

。

我
々
は
南
飯
塚
に
お
い
て
は
適
確

な
包
含
層
を
見
出
し
得
ず
、
広
瀬
の
遺
跡
は
河
川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
切

り
崩
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
を
止
む
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
上
員
塚
、
土
谷

町
二
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
た
に
止
ま
る
が
、
そ
の
結
果
は
両
者
共
に
極
め

て
類
似
し
た
機
相
を
示
し
定
住
的
な
生
活
向
行
わ
れ
た
こ
と
を
疑
わ
し
む

る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

即
ち
表
土
下

一
メ
ー
ト
ル
弱
に
、
あ
る

時
期
に

お
け
る
海
岸

線
的
存
在
を
示
す
と
認
め
ら
れ
る
自
然
貝

層
が
存
し
、
そ
の

直
上
に
貝
毅
を
混
じ
え
た
土
器

内
包
含
層
が
乗
っ

て
い
る
事
実
は
、
海
中

に
生
じ
た
砂
堆
が
陸
化
し
て
砂
洲
状
を
呈
し
た
直
後
に
縄
文
文化人
の
足

跡
を
見
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、
加う
る
に
遺
物
も
散
在
す
る
少

量
の
土
器
片
に
限
ら

れ
て
い
る
。

か
よ
う

に
地
理
的
に
は
不
安
定
な
場
所

で
遺
物
も
僅
少
で
あ
る
事
実
は
定
住
的
な
生
活
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
否
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定
す
る
に
十
分
で
あ
り
、
恐
ら
く

は
漁
携
に
従
事
す
る
目
的
で
季
節
的
に

往
来
す
る
場
所
で
あ
っ
た
か
と
恕
定
き
れ
る
。
(
中
略

)
背
後
円
下
総
台

地
縁
辺
に
は
縄
文
土
穏
を
出
す
豊
富
な
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
か
ら

、
彼

ら
の
主
要
な
集
落
は
や
は
り
他
的
地
方
と
問
機
に
台
地
お
よ
び
そ
の
周
辺

渓
谷
に
臨
む
地
帯
に
止
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

清
水
教
授
が
確
認
さ
れ
た
低
地
遺
跡
は
第I
表

(次
頁

)
の
ご
と
〈
で
あ
る

が
.
南
部
何

十
宮
貝
塚

(貝
殻
塚
)
は
低
地
・

台
脚

・

台
中
復
に
お
よ
ん
で
遺

物
が
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
広
大
な
海
岸
平
野
に
散
在
す
る
遺
跡
は
い
ず
れ
も

E

砂
ゾ
ノ

規
模
が
小
さ
く

、

一
般
的
遺
跡
と
性
格
的
異
な
る
様
を
示
し
て
い
る
。

こ
町
海

単
平
野
町
遺
跡
に
は
縄
文
早
期
・
前
期
の
遺
物
は
な
い

.

中
期
的
遺
跡
が
橘
神

社
境
内

(2
)
と
上
貝
塚

(5
)
で
あ
り
、
後
期
的
遺
跡
は

一
宮
員
塚

(1
)

が
堀
之
内
式
で
古
く

.
北
へ
い
っ

て
上
谷

(6
)
・
広
瀬

(7
)
は
加
曽
利
B

・
安
行
両
式
土
器
を
玉
体
と
す
る

。

こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ

札
た
結
果
、
清
水
教
授
は
①
縄
文
中
期
的
海
俸
線
は
今
日
の
標
高
八
メ
ー
ト
ル

以
下
に
進
出
し
て
い
な

い

こ
と
、
②
縄
文
後
期
の
汀
線
は
概
ね
標
高
五
メー
ト

ル
付
近
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
推
論
さ
れ
た

。

¥ 

九十九里平野の低地遺跡
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九十九里平野の低地遺跡

Nn 所 荘 3也 岨 別 遺 物 {繭 考

1 長生郡一宮町良酎揖 貝埠ヲ 縄 文 縄文憧期

2 " 本納町楠神社境内 散布地 縄文 縄文中期

3 山武郡白皐町四天木沼 " 土師

4 " 増車里村南師場見開古 貝世? 縄文 ・ 土師

5 " " 上貝揖 貝撮? 縄文 縄文中 後期

6 " 福岡村上替中ノ古 貝揖? 縄文 縄文櫨期

7 M 正吉武村広瀬三 y塚 只曜 縄文 蝿文極期

8 " 東金町堀上抽免 貝場 土 自市

9 " 正気村寧徳 包含地 抽本舟

10 " 横芝駅東方
N 柏木舟 ・ 土師

11 匝謹郡東陥村宮内 n 柏木舟

12 " 白浜村木戸 散布地 土 自市

13 " 栄村拓国関端 " 土 自iIi

14 " 八日市場町旧新田醐沼 包含地 独本舟 ・ 畑

15 " " 大壇18 " 独木舟

16 " w 大壇26 " 独木舟慣

17 ，ψ 

" 旧鶏T回 H 縄文柏木舟 安行式土器

18 " 盤畑村大場原 f肱痢， j也 1ニ 自市

19 樺止二部矢指令寸 ( 1日足Jl I 村 ) " 有角石器

20 香取郡古城村万力 包宮地 抽木舟・縄文

21 山武郡大馳村町笹川 " 柚木舟 縄文後期

{第 1 褒}

(注 1 ) 本聖は滑木潤三氏円論文 (1954 ) によって作成した.
(注 2 ) 遺跡同所在地は旧地名町ままとした.

皿

九
十
九
里
平
野
町
ほ
ぽ
中
央
を
流
下
す
る
栗
山
川

は
、
そ
の
上
流
部
に
お
い

て
両
総
台
地
を
鰻
雑
に
開
析
、
奥
深
い
渓
谷
平
野
を
創
出
し
て
い
る

。

縄
文
早

期
以
降
、
こ
の
渓
谷
に
は
海
水
が
進
入
し
て

お
り
、
樹
枝
状
台
地
の
縁
辺
部
に

は
大
小
数
多
く
の
貝

塚
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
、
稲
作
農
耕
を
主
体
と

す
る
弥
生
文
化
的
円
熟
を
経
て
、
豪
族
的
支
配
関
係
を
基
盤
と
す
る
古
境
時
代

的
展
開
を
み
る
が
、
栗
山
川

流
域
的
台
地
上
的
要
所
に
は
武
社
国
造
期
的
古
墳

と
遺
物
散
布
地
が
群
集
し
て
い
る

。

九
十
九
里
平
野
町
開
拓
は
、
こ
の
時
期
か

疋
・
"

ら
開
始
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
両
総
各
地
的
河
畔
砂
丘
上
に
は
内
裏
塚
古

漬
-

b
郵
古
墳
や
土
師
器
の
散
布
地
な
ど
、
数
多
く
の
低
地
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る

(第
2

表
参
照
H

次
頁
)
。こ
の
古
墳
時
代
以
降
の
土
師
式
遺
跡
は
、
両
総
台
地

直
下
町
砂
丘
列
に
始
ま
り
海
岸
部
の
砂
丘
上
ま
で
、
平
野
部
町
微
高
地
と
く
に

河
川

沿
岸
内
自
然
堤
防
町
縁
辺
に
多
〈
分
布
し
て
い
る
。
以
下
、
栗
山
川
木

戸
川
流
域
を
中

心
に
、
武
射
・

匝
瑳
地
方
円
低
地
遺
跡
を
概
観
し
な
が
ら
.
九

十
九
里
平
野
に
お
け
る
古
代
文
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

両
総
国
境
を
貫
流
す
る
栗
山
川
は
‘
平
野
部
に
入
る
と
幾
重
に
も
蛇
行
し
て
、

広
汎
な
氾
濫
原
と
河
畔
砂
丘
を
形
成
、
か
つ
て
は
砂
丘
列
問
に
湿
泥
な
湖
沼
群

(乾
草
沼
・
海
老
川
沼

・
鳥
喰
沼
)
が
残
さ
れ
て
い
た

。

こ
の
栗
山
川

町
下
流

沿
岸
に
は
、
光
町
木
戸

(叩
)
・
桑
郷

(U
)
、

横
芝
町
本
町

(ロ
)
・

上
町

(日
)

宮
脇

(M
)

入
間
(
日
)
、
蓮
沼
村
川

面

(凶
)
な
ど
、
数
多
く

町
土
師
式
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
.
と
〈
に
木
戸
遺
跡
は
‘
清
水
教
授
に
よ
っ

て

確
認
さ
れ
た
も
の
で

、

従
来
、
国
分
期
的
遺
跡
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
小
高

氏
の
踏
査
に
よ
っ
て
広
汎
な
貝
塚
を
含
む
五
領
期
的
遺
物
散
布
地
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

木
戸
遺
跡
の
付
近
に
は
、
低
地
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
る
尾
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九十九里平野の低地遺跡

Nn 所 荘 3也 岨 別 遺 物 {繭 考

1 長生郡一宮町良酎揖 貝埠ヲ 縄 文 縄文憧期

2 " 本納町楠神社境内 散布地 縄文 縄文中期

3 山武郡白皐町四天木沼 " 土師

4 " 増車里村南師場見開古 貝世? 縄文 ・ 土師

5 " " 上貝揖 貝撮? 縄文 縄文中 後期

6 " 福岡村上替中ノ古 貝揖? 縄文 縄文櫨期

7 M 正吉武村広瀬三 y塚 只曜 縄文 蝿文極期

8 " 東金町堀上抽免 貝場 土 自市

9 " 正気村寧徳 包含地 抽本舟

10 " 横芝駅東方
N 柏木舟 ・ 土師

11 匝謹郡東陥村宮内 n 柏木舟

12 " 白浜村木戸 散布地 土 自市

13 " 栄村拓国関端 " 土 自iIi

14 " 八日市場町旧新田醐沼 包含地 独本舟 ・ 畑

15 " " 大壇18 " 独木舟

16 " w 大壇26 " 独木舟慣

17 ，ψ 

" 旧鶏T回 H 縄文柏木舟 安行式土器

18 " 盤畑村大場原 f肱痢， j也 1ニ 自市

19 樺止二部矢指令寸 ( 1日足Jl I 村 ) " 有角石器

20 香取郡古城村万力 包宮地 抽木舟・縄文

21 山武郡大馳村町笹川 " 柚木舟 縄文後期

{第 1 褒}

(注 1 ) 本聖は滑木潤三氏円論文 (1954 ) によって作成した.
(注 2 ) 遺跡同所在地は旧地名町ままとした.

皿

九
十
九
里
平
野
町
ほ
ぽ
中
央
を
流
下
す
る
栗
山
川

は
、
そ
の
上
流
部
に
お
い

て
両
総
台
地
を
鰻
雑
に
開
析
、
奥
深
い
渓
谷
平
野
を
創
出
し
て
い
る

。

縄
文
早

期
以
降
、
こ
の
渓
谷
に
は
海
水
が
進
入
し
て

お
り
、
樹
枝
状
台
地
の
縁
辺
部
に

は
大
小
数
多
く
の
貝

塚
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
、
稲
作
農
耕
を
主
体
と

す
る
弥
生
文
化
的
円
熟
を
経
て
、
豪
族
的
支
配
関
係
を
基
盤
と
す
る
古
境
時
代

的
展
開
を
み
る
が
、
栗
山
川

流
域
的
台
地
上
的
要
所
に
は
武
社
国
造
期
的
古
墳

と
遺
物
散
布
地
が
群
集
し
て
い
る

。

九
十
九
里
平
野
町
開
拓
は
、
こ
の
時
期
か

疋
・
"

ら
開
始
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
両
総
各
地
的
河
畔
砂
丘
上
に
は
内
裏
塚
古

漬
-

b
郵
古
墳
や
土
師
器
の
散
布
地
な
ど
、
数
多
く
の
低
地
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る

(第
2

表
参
照
H

次
頁
)
。こ
の
古
墳
時
代
以
降
の
土
師
式
遺
跡
は
、
両
総
台
地

直
下
町
砂
丘
列
に
始
ま
り
海
岸
部
の
砂
丘
上
ま
で
、
平
野
部
町
微
高
地
と
く
に

河
川

沿
岸
内
自
然
堤
防
町
縁
辺
に
多
〈
分
布
し
て
い
る
。
以
下
、
栗
山
川
木

戸
川
流
域
を
中

心
に
、
武
射
・

匝
瑳
地
方
円
低
地
遺
跡
を
概
観
し
な
が
ら
.
九

十
九
里
平
野
に
お
け
る
古
代
文
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

両
総
国
境
を
貫
流
す
る
栗
山
川
は
‘
平
野
部
に
入
る
と
幾
重
に
も
蛇
行
し
て
、

広
汎
な
氾
濫
原
と
河
畔
砂
丘
を
形
成
、
か
つ
て
は
砂
丘
列
問
に
湿
泥
な
湖
沼
群

(乾
草
沼
・
海
老
川
沼

・
鳥
喰
沼
)
が
残
さ
れ
て
い
た

。

こ
の
栗
山
川

町
下
流

沿
岸
に
は
、
光
町
木
戸

(叩
)
・
桑
郷

(U
)
、

横
芝
町
本
町

(ロ
)
・

上
町

(日
)

宮
脇

(M
)

入
間
(
日
)
、
蓮
沼
村
川

面

(凶
)
な
ど
、
数
多
く

町
土
師
式
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
.
と
〈
に
木
戸
遺
跡
は
‘
清
水
教
授
に
よ
っ

て

確
認
さ
れ
た
も
の
で

、

従
来
、
国
分
期
的
遺
跡
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
小
高

氏
の
踏
査
に
よ
っ
て
広
汎
な
貝
塚
を
含
む
五
領
期
的
遺
物
散
布
地
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

木
戸
遺
跡
の
付
近
に
は
、
低
地
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
る
尾
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こ
れ
ら
低
地
遺
跡
的
面
的
領
域
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
す
で
に
古

墳
時
代
初
頭
町
五
領
期
に
は
開
拓
が
始
め
ら
れ
、
平
安
時
代
に
な
る
と
広
域
な

開
発
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
遺
跡
的
分
布
状
態
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
多
〈
が
河
川
に
面
し
た
砂
丘
の
縁
辺
部
に
位
置
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
低
地
開
発
的
様
式
を
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
、
地
形
的
制
約
や

土
木
工
事
的
技
術
的
問
題
に
よ
っ
て
‘
利
水
町
便
に
恵

ま
れ
た
河
川
沿
岸
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

。

こ
の
こ
と
か
ら
怨
定

さ
れ
る
水
田
経
営
の
あ
り
方
は
、
砂
丘
列
聞
に
残
存
す
る
湖
沼
町
溜
水
を
利
用

し
て
水
稲
栽
培
を
営
み
、
さ
ら
に
悪
水
を
河
川
に
排
水
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。

事
実

、

こ
の
水
源

(湖
沼

)

耕
地

(本
田
)
|
排

水
路
(
河
川
)
の
利
水
パ
タ
ー
ン
は
、
大
規
模
な
新
田
開
発
が
行
わ
れ
る
江
戸

中
期
ま
で
続
い
て
い
た
円
で
あ
る
。

W 

こ
こ
に
紹
介
す
る
入
間
遺
跡
は
、
数
年
前
、
筆
者
が
土
師
器
と
推
定
さ
れ
る

素
焼
土
器
の
破
片
を
表
採
し
た
場
所
で
あ
り
・
横
芝
町
屋
形
字
入
間
に
位
置
す

る
。
長
倉
遺
跡
の
調
査
後
、
小
高
氏
向
指
導
を
得
て
、
武
射
地
方
向
低
地
遺
跡

を
巡
見
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
実
態
を
把
援
す
る
た
め
、
今
回
、

入
間
遺
跡
的
精
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
遺
跡
は
.
総
武
本
線
横
芝
駅
の
東
方
約
七
キ
ロ
に
位
置
し
、
現
状
は
畑

地
と
湿
固
と
が
混
交
す
る
低
地
で
あ
る

。

遺
跡
の
展
開
す
る
微
高
地

(畑
地
)

円
周
辺
に
は
、
樹
枝
状
的
混
聞
が
展
開
し
て
、
幾
重
に
も
蛇
行
し
な
が
ら
、
や

が
て
栗
山
川

町
本
流
に
連
な
り
、
過
去
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
現
在
の
集
落
は
、
五
メ
ー
ト
ル
同
等
高
線
に
よ
っ
て
固
ま
れ
た
微
高
地
で
、

最
高
部
は
東
方
的
三
角
点
付
近
で
五
・

三
一O
メ
ト
ル
を
測
る

。

土
師
式
遺
跡

"何
J 

2ω。1000 

2 日ih国

(第 3 図)横芝町入間遺跡地形図
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(第 4 図)横芝町入間遺跡付近の土地利用

は
こ
れ
よ
り
低
い
畑
地
に

展
開
し

て
お
り

、
そ
め
比
高
差
は
約
五
0

セ
ン
チ
を
測
る

。

こ
の
遺
跡
地
か
ら
検
出
さ
れ
る

遺
物
は
多
機
で
あ
る
が
、
平
地
内

西
側
、
A
B

・

C

の
三
地
占
、
で

紫
焼
土
器
町
散
布
が
確
認
さ
れ

、

特
に
B

地
占
が
温
厚
で
あ
る
。

索

焼
土
器
町
場
合
、
そ
の
多
く
が

農

耕
の
た
め
に
破
砕
さ
れ
て
お
リ
、

器
形
を
復
元
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
B

地
点
で
の
調

査

で
は
、
素
焼
土
器

の
ほ
か
に
各

種

陶
器
鉄
製
品

・

古
銭
等
が
検
出

さ
れ
、
古
代
末
期
以
降
、
中
世

・

近
世
の
各
時
代
を
通
じ

て
人
々
が

生
活
し
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る。

こ
の
よ
う
な
遺
物
の
散
布
地
は

、

か
つ
て
は
各
時
代
の
住
居
群

(村

落
)
が
宮
ま
れ
、
そ
の
後
に
廃
棄

・

削
平
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

'
A
V
。

44 

古
代
末
期
、
栗
山

川
沿
岸
に
は

広
汎
な
河
畔
砂
丘
と
残
沼
(
帯
状

湿
地
)
が
綾
雑
に
入
り
組
み
、

低

湿
な
+
草
原
雑
木
林
が
展
開
し
て



い
た
も
町
と
推
定
さ
れ
る

。

し
か
し
、
こ
の
古
代
的
景
観
も
中
世

・

近
世
内
開

拓
や
明
治
以
降
の
土
地
改
良
に
よ
っ
て
削
平

・

破
域
き
れ
、
当
時
的
自
然
環
境

町
復
元
や
遺
跡
範
囲
の
確
認
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る

。

入
間
遺
跡
B

地
占
、

で
向
調
査
方
法
は
‘
比
較
的
温
厚
に
分
布
す
る
地
点
を
選
ぴ
、
東
西

・

南
北
各

一
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
対
象
区
を
設
定
、
幅
員
一
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン

チ
を
南
北
方
向
に
約
八
メ
ー
ト
ル
延
長
し
て
、
深
度
0

・
五
l

一
・

0
メ
ー
ト

ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
(層
序
識
別
不
可
)
。以
下
、
B

地
点
に
お
け
る
検
出
遺
物

の
一
部
を
紹
介
し
、
栗
山
川
流
域
に
お
け
る
低
地
遺
跡
を
考
え
る
上
で
の
参
考

資
料
の

一
例
に
供
し
た
い
。

棄
焼
土
器

(土
師
器
)

ま
ず
土
師
器
と
推
定
さ
れ
る
素
焼
土
器
で
あ
る
が
、

表
面
採
取
き
れ
る
の
は
極
細
破
片
が
多
く

‘
土
器
円
形
状
を
推
定
で
き
る
も
の

は
極
め
て
少
量
で
あ
る

。

本
稿
で
は
土
師
式
遺
跡
を
主
題
と
し
た
が
、

一
般
に

土
師
器
に
は
、
は
っ
き
り
古
墳
時
代
的
古
式
か
ら
、
現
在
的
神
祭
り
に
連
な
る

残
存
土
師
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
を
決
定
す
る
に
は
多
く
向

困
難
さ
が
あ
る
。

こ
こ

に
紹
介
す
る
の
は
壷
形
土
器

(似
)
と
器
形
不
明

的
破
片
二
点

(ω
・

ω

)
で
あ
る
。
ま
ず

引
は
径
約

一
八
セ
ン
チ
を
計
る
資
形
土
器

の
底
部
で
あ
る
が
、

混
入
し
、
焼
成
は
や
や
不
良
で
、
色
調
は
暗
補
色
を
呈
す
る

。

外
商
に
は
ヘ
ラ

ナ
デ
が
施
さ
れ
、
底
部
は
ヘ
ラ
キ
リ
と
み
ら
れ
る
が
技
法
的
に
や
や
粗
悪
で
あ

る
。

こ
の
遺
物
的
年
代
判
定
は
や
や
困
縦
で
あ
る
が
‘
隣
接
す
る
宮
脇

・

川
商

木
戸
な
ど
各
遺
跡
と
の
比
較
に
お
い
て
、
国
分
期
と
推
定
し
て
も
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る

。

ま
た
、

ω
・

ω
町
破
片
は
器
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
胎
土

・

焼
成
と
も
良
好
で
、
色
調
は
茶
偶
色
を
呈
す
る

。

こ
の
ほ
か
、
素
焼
土
器
の

極
細
片
が
多
量
に

検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
中
世

・

近
世
以
降
の
残
存
土

師
と
考
え
ら
れ
、

引
・
ω
・

ω
に
比
較
す
る
と
胎
土
・

焼
成
と
も
良
好
で
、
や

や
硬
質
で
色
調
も
赤
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
主

体
を

占

め
る

。

各
種
陶
穂

こ
の
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
る
陶
器
類
は
史
官
で
、
地
軸
陶
器
と

と

し

て
注
目
さ
れ
る

の
は
m

A

・
B

町
二
市
、
で
あ
る
。

ま
ず

m
A

の
鉄
粕

陶
器

(燭
台
?
)
で
あ
る
が
、
剛
一…
褐
色
に
施
軸
さ
れ
た
完
形
品
で
、
口
径
四

八
セ
ン
チ
、
胴
部
径
五

・

五
セ
ン
チ
、
底
径

二
一
・

五
セ
〆
チ
を
計
り
‘
底
部
中

央
に
径
約
四
ミ

リ

の
釘
孔
が
あ
る

。

胎
土
焼
成
と
も
に
良
野
で
あ
る
が
‘
施

粕
に
や
や
ム
ラ
が
あ
り
、
口
縁
部
と
底
部
に
使
用
痕
が
著
し
い

。
つ
ぎ
に

m
l

B

の
賞
縁
色
に
地
利
さ
れ
た
鉢
形
陶
器
で
あ
る
が
、
そ
の
復
元
法
量
は
口
径
約

一
一
セ
ン

チ
、
器
高
三

七
セ
ン
チ
程
度
と
推
定
さ
れ
、
胎
土
は
灰
白
色
町
陶

土
で
、
焼
成
は
や
や
不
良
で
、
器
向
上
部
吾
に
施
粕
さ
れ
て
い
る

。

そ
の
ほ
か
、

常
滑
褒
・

欄
鉢
・

仏
飯
器
・

燈
明
血
等
の
破
片

(ω
)
が
多
量
に
検
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
中
期
1

幕
末
・

維
新
期
の
日
用
雑
器
で
あ
る

。

砥
石
・
鉄
製
品

ω
の
遺
物
は
地
表
下
約

二
五
セ
ン

チ
の
位
置
か
ら
検
出
さ

れ
た
も
の
で
、
県
灰
色
を

呈
す
る
石
英
安
山
岩
を
素
材
と
す
る
砥
石
で
あ
る

。

か
主
り
磨
滅
し
て
お
り
原
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
来
は
や
は
り
方
柱
状
を
呈

し

て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
現
存
の
も
の
は

三
・

八
セ
ン

チ
×

一
・

三
セ
ン
チ
内

角
断
面
で
長
さ
は
五

・

七
セ
ン
チ
を
計
る

。

遺
物
内
平
面
部
に
は
細
か
い
使
用

痕
が
無
数
に
残
っ

て
お
り
、
鎌

・

鍬
な
ど
農
具
を
研
磨
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ

た
携
帯
用
砥
石
で
あ
っ
た
も
町
と
考
え

ら
れ
る
固

ま
た
、
こ

の
遺
物
が
検
出
さ

れ
た
耕
作
土
中
か
ら
は
、
各
種
の
陶
器

(染
付
・
常
滑

)
や
崇
寧
重
宝

(仰
)

・

文
久
永
宝

(ω
)
あ
る
い
は
環
状
鉄
製
品

(似
)
・

瓦
片

(ω
)
む
ど
が
伴

出
し

て
お
り
、
こ
の
造
物
が
近
世
以
降
の
農
耕
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と

を
物
語
っ
て
い
る

。

以
上
、
B

地
点
に
お
け
る
検
出
遺
物

的

一
部
で
あ
る
が
、
遺
物
総
量
は
約
四

O
占
を
教
え
、
そ
の
多
く

が
中
世

-

近
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意

し
た

い
の

は
、
平
地
全
体
に
散
布
す
る
素
焼
土
器
的
年
代
判
定
で
あ
る
が
‘
い

わ
由
る
古
式
土
師
と
残
存
土
師
と
の
識
別
規
準
的

問
題
で
あ
る

。

入
間
遺
跡
B

地
占
的
場
合
、
国
分
期
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
少
量
的
古
式
土
師
を
含
み
な
が
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